
（１）２０２３年（令和５年）１０月３０日（月） 新　郷　新　聞　　　  第３４０号

　題字 墨花舎 
　　　　　石川水碧（ みどり )
  発行　新郷新聞社

電話　048-284-5779
編集長　小堀　勝一

発　行　協　力

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

９
月
15
日
、
新

藤
義
孝
衆
議
院
議
員

の
、「
衆
議
院
議
員
在

職
25
年
表
彰
受
賞
記

念
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
３
」
が
、
都

内
の
ホ
テ
ル
東
京
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

発
起
人
は
、
岸
田

文
雄
総
理
大
臣
、
麻

生
太
郎
さ
ん
、
高
村

正
彦
さ
ん
、
茂
木
敏

充
さ
ん
、
額
賀
福
志

郎
さ
ん
、
遠
藤
利
明

さ
ん
、
萩
生
田
光
一

さ
ん
、
森
山
裕
さ
ん
、

地
元
奥
ノ
木
信
夫
市

長
、
細
野
博
隆
さ
ん
、

立
石
泰
広
さ
ん
、
宇

田
川
好
秀
さ
ん
、
石

川
義
明
さ
ん
。

そ
の
他
、
自
民
・

公
明
の
県
議
や
市
議
、

新
藤
義
孝
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

衆
議
院
議
員
在
職
25
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　　　
こ
の
２
日
前
に
経
済
再
生
担
当
相
発
表

新
郷
か
ら
も
大
勢
の

関
係
者
や
支
持
者
が

出
席
し
盛
会
だ
っ
た
。

「
多
く
の
激
励
や

応
援
を
支
え
に
在
職

25
年
、
感
謝
を
忘
れ

ず
、
引
き
続
き
地
域

の
た
め
、
日
本
の
た

め
に
、
な
お
一
層
の

役
割
を
果
た
す
所
存

で
す
」
と
謝
辞
。

新
藤
さ
ん
は
、
こ

の
２
日
前
、
岸
田
第

二
次
改
造
内
閣
に
お

い
て
、
経
済
再
生
担

当
大
臣
を
拝
命
さ
れ　

「
長
年
に
わ
た
り
ご
支

援
い
た
だ
い
た
地
元

後
援
会
並
び
に
有
権

者
の
皆
さ
ま
、
そ
し

て
日
頃
よ
り
応
援
い

た
だ
い
て
い
る
全
て

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

赤井町会　 　江戸袋町会
本蓮町会 　　榛松町会
新堀町会 　　東本郷台町会
東本郷南町会　峯町会
大東町会 　　前野宿町会
創刊　1995 年（ 平成 7 年） 7 月
発行部数 15,000 部　毎月 月末

東
本
郷
台
町
会
60
周
年
記
念
式
典

新
藤
大
臣
、奥
の
木
市
長
、県
議
、市
議
、

新
郷
地
区
町
会
長
ら
多
数
が
祝
っ
た
。

東
本
郷
台
町
会

（
町
会
長
＝
寺
本
正
和

さ
ん
）
は
60
周
年
を

迎
え
、
10
月
８
日
、

新
郷
公
民
館
視
聴
覚

室
に
お
い
て
記
念
式

典
を
開
催
し
た
。

会
場
フ
ロ
ア
ー

に
は
、
町
会
員
や
関

係
者
の
見
事
な
展
示

品
が
飾
ら
れ
、
喜
多

尾
講
子
さ
ん
の
腹
話

術
や
、
工
藤
慎
太
郎

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

式
典
で
は
、
大
谷

禎
子
さ
ん
の
司
会
の

も
と
、
大
塚
勇
吉
実

行
委
員
長
の
開
会
の

辞
で
始
ま
り
、
新
島

富
恵
さ
ん
の
お
祝
い

の
踊
り
や
、
４
年
生

の
野
村
心
愛
ち
ゃ
ん

の
記
念
作
文
等
が
披

露
さ
れ
た
。　

来
賓
の
新
藤
義
孝

経
済
再
生
担
当
大
臣
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
、

長
瀬
秀
樹
県
議
、
萩

原
一
寿
県
議
、
前
原

博
孝
連
合
町
会
長
＆

市
議
、
飯
塚
孝
行
市

議
、
後
藤
留
美
市
議

が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

板
橋
智
之
前
県
議
、

新
郷
10
町
会
長
、
柳

田
勇
東
中
校
長
、
萩

原
美
樹
新
郷
小
校
長
、

石
井
克
郎
長
寿
会
会

長
、
漆
山
隆
社
協
会

長
、
そ
し
て
、
町
会

員
の
皆
さ
ん
と
共
に

祝
っ
た
。

さ
ら
に
林
嘉
一
さ

ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、

町
会
員
功
労
者
表
彰

（
代
表
＝
古
川
鐵
郎
さ

ん
）
と
続
き
、
20
周

年
か
ら
今
日
ま
で
の

町
会
記
録
の
ス
ラ
イ

ド
の
映
写
が
あ
り
、

最
後
は
岡
田
彦
治
副

会
長
の
万
歳
三
唱
で

お
開
き
と
な
っ
た
。

寺
本
町
会
長
は

「
列
席
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
住
み
よ

い
台
町
会
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
感
謝
と
決
意
の
挨

拶
を
述
べ
た
。

手
作
り
の
心
温
ま

る
素
晴
ら
し
い
式
典

で
あ
っ
た
。

　

写
真
前
列
左
か
ら
、
宮
原
美

子
榛
松
町
会
長
、
大
場
茂
樹
新

堀
町
会
長
、
中
山
久
仁
夫
本
蓮

町
会
長
、
山
崎
一
夫
東
本
郷
南

町
会
長
、
前
原
博
孝
江
戸
袋
町

会
長
、
主
催
の
寺
本
正
和
東
本

郷
台
町
会
長
、
関
根
和
夫
赤
井

町
会
長
、
細
川
み
さ
を
前
野
宿

町
会
長
、
大
谷
偵
子
さ
ん
、
諏

訪
美
紀
さ
ん
。

　

後
列
左
か
ら
、
工
藤
慎
太
郎

さ
ん
、
後
藤
留
美
市
議
、
長
谷

部
秋
仁
大
東
町
会
長
、
萩
原
一

寿
県
議
、
長
瀬
秀
樹
県
議
、
新

藤
義
孝
経
済
再
生
大
臣
、
奥
ノ

木
信
夫
市
長
、
飯
塚
孝
行
市
議
、

遠
藤
太
嘉
志
峯
町
会
町
、
岡
田

彦
治
さ
ん
、
大
塚
勇
吉
実
行
委

員
長
。

来賓の皆様、中央が寺本正和町会長（赤いリボン）

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
た
。

「
私
は
経
済
再
生

担
当
大
臣
で
す
が
、

更
に
資
本
主
義
担
当
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
担

当
、
感
染
症
危
機
管

理
担
当
、
全
世
代
型

社
会
保
障
改
革
担
当
、

加
え
て
内
閣
府
特
命

担
当
と
し
て
経
済
財

政
政
策
を
所
掌
し
ま

す
。
さ
ら
に
総
理
大

臣
臨
時
代
理
就
任
第

５
位
に
な
り
ま
し
た
」

と
。ま

た
、「
総
理
官

邸
で
の
認
証
式
の
後
、

皇
居
宮
殿　

正
殿
松

の
間
に
お
い
て
天
皇

陛
下
よ
り
官
記
を
賜

り
ま
し
た
。
正
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
責
務

に
全
力
で
傾
注
し
て

参
る
所
存
で
す
」
と

喜
び
を
語
ら
れ
た
。

そ
し
て
「
ど
う
か

今
後
と
も
変
わ
ら
ず

の
ご
指
導
ご

撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
真
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
、
家
族
と
共
に
決

意
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
た
。

左から、永瀬秀樹県議、照山悦子さん、新藤義孝経済再生担当大臣、
奥ノ木信夫市長、立石泰広県議会議長、石川義明社長。
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令
和
５
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　

武
南
交
通
安
全
協
会
　
　
　

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
　

川
口
市
防
犯
協
会

交通安全市民総ぐるみ大会

和
わ

信
しん

風
ぷ う

　平和を知らせる風。 本当の平和は、

いったいいつ訪れるのか！

　　　吉安書塾　吉安　玲華

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
新
郷
地
区
連
合
町
会
（
同
町

会
長
＝
前
原
博
孝
さ
ん
）
武
南
交
通
安

全
協
会
（
会
長
＝
中

山
久
仁
夫
さ
ん
）
は
、

今
年
も
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

た
。９

月
18
日
地
区
内

の
小
学
校
４
校
の
４

年
生
３
２
１
名
が
出

品
し
た
。

優
秀
作
品
の
表

彰
式
が
、
新
郷
公
民

館
で
行
わ
れ
、
作
品

１
０
０
点
余
り
が
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
。

◇
新
郷
小
▽
金
賞

＝
風
間
聖
啓
▽
銀
賞

＝
杉
本
麗
名
・
永
堀

愛
礼
・
本
橋
優
太
・

下
地
美
緒
。

◇
新
郷
南
小
▽
金

賞
＝
上
林
優
太
▽
銀

賞
＝
市
川
和
奈
・
青

山
こ
す
ず
・
岡
部
隼

三
郎
・
石
原
海
翔
。

◇
新
郷
東
小
▽
金

賞
＝
千
葉
汐
莉
▽
銀

賞
＝
川
崎
漣
稀
・
白

鳥
莉
々
華
・
埜
口
湊
・

西
原
花
歩
。

◇
東
本
郷
小
▽
金

賞
＝
二
子
鈴
▽
銀
賞

＝
古
谷
朱
音
・
宮
原

芳
崇
・
堀
部
に
こ
・

ポスターコンクール表彰 　

９
月
23
日
、
南
平
文
化
会
館
に
お
い
て
、

市
制
施
行
90
周
年
「
第
59
回
川
口
市
交
通

安
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。

　

式
典
で
は
、
交
通

功
労
者
・
交
通
功
労

団
体
・
優
良
運
転
者

表
彰
、
日
本
一
短
い

交
通
安
全
手
紙
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
や
作
品

発
表
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

新
郷
地
区
の
表
彰

者
◇
交
通
功
労
者
＝

宮
本
兼
義
◇
交
通
功

労
団
体
＝
新
郷
東
小

学
校(

岡
本
賢
一
校

長)◇
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
▲
佳
作
＝
内

山
絢
心
（
新
郷
小
）

▲
金
賞
＝
後
藤
匠
翔

（
新
郷
小
）
▲
佳
作
＝

日
垣
詠
太
（
東
本
郷

小
）
▲
佳
作
＝
渡
邉

澪
（
新
郷
東
小
）
▲

佳
作
＝
岡
村
夏
希
（
新

郷
南
小
）
▲
銅
賞
＝

伊
東
優
莉
（
榛
松
中
）。

　
（
敬
称
略
）

　

９
月
24
日
、
東
本
郷

南
町
会
（
山
崎
一
夫
さ

ん
）
は
新
郷
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

を
開
催
し
た
。　

　

開
会
式
に
は
、
新
藤

義
孝
経
済
再
生
担
当
大

臣
、
立
石
泰
広
県
議
会

議
長
、
長
瀬
秀
樹
、
萩

原
一
寿
県
議
、
幡
野
茂

市
議
、
前
原
博
孝
＆
市

議
、
連
合
町
会
長
、
中

山
久
仁
夫
本
蓮
、
大
場

茂
樹
新
堀
、
長
谷
部
秋

仁
大
東
、
遠
藤
太
嘉
志

峯
の
各
町
会
長
、
栁
田

勇
東
中
校
長
、
岩
井
正

明
新
郷
南
小
校
長
、
新

郷
地
区
社
協
漆
山
隆
会

長
等
大
勢
が
訪
れ
た
。

　

競
技
は
、
個
人
戦
と

団
体
戦
で
戦
い
地
域
の

輪
を
広
げ
た
。

　

写
真
前
列
左
か
ら
２

番
目
山
崎
町
会
長
と
議

員
の
皆
さ
ん
。
後
列
は

町
会
長
、
校
長
、
社
協

会
長
の
皆
さ
ん
。

　写真左から、門井幸夫武南警察署長、岡本賢一校長、
中山久二夫武南交通安全協会会長。

新郷地区交通安全協会指導員の皆さんと長谷部秋仁大東町会長

東本郷南町会レクリェーション大会

初
澤
佑
星
。（
敬
称
略
）

ど
の
作
品
も
甲
乙

つ
け
が
た
い
素
晴
ら

し
い
作
品
で
あ
っ
た
。

写
真
の
前
列
は
表

彰
さ
れ
た
児
童
。

後
列
左
か
ら
岩
井

正
明
新
郷
南
小
校
長
、

岡
本
賢
一
新
郷
東
小

校
長
、
萩
原
美
樹
新

郷
小
校
長
、
朝
倉
信

行
東
本
郷
小
校
長
、

前
原
さ
ん
、
中
山
さ

ん
。
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運
転
は
　

ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
の
　

二
刀
流
　
　
　

武
南
警
察
署
　
　
　
　
　
　

と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　
　

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

体
の
不
調
の
１
つ

に
、
食
べ
疲
れ
、
飲

み
疲
れ
が
あ
り
ま
す
。

薬
も
含
め
て
も
の
を

口
に
す
る
と
言
う
事

は
、
体
に
大
き
な
負

担
を
か
け
ま
す
。
食

物
が
口
に
入
り
噛
み

は
じ
め
る
と
、
体
が

自
然
に
唾
液
を
出
し

消
化
を
助
け
ま
す
。

同
時
に
胃
や
腸
が
さ

ま
ざ
ま
な
消
化
液
を

出
し
、
さ
ら
に
蠕
動

運
動
と
言
っ
て
、
食

物
を
さ
ら
に
吸
収
し

や
す
い
よ
う
に
働
き

ま
す
。
こ
こ
に
は
大

量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

使
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
べ
物

の
中
に
は
、
様
々
な

有
害
物
質
が
混
ざ
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
無
害
化
す
る
た
め

に
、
多
く
の
免
疫
物

質
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
も

の
を
食
べ
る
と
言
う

事
は
、
多
量
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
免
疫
力
を

必
要
と
し
ま
す
。　

食
事
を
す
る
事
は

日
々
の
活
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
補
給
の
基
本
で

す
が
、
よ
く
噛
ま
ず

に
飲
み
込
ん
だ
り
、

食
べ
過
ぎ
た
り
す
る

暴
飲
暴
食
は
体
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
、
疲

れ
を
感
じ
る
訳
で
す
。　

こ
の
ダ
メ
ー
ジ
を

減
ら
す
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
時
間
を
か

け
て
よ
く
噛
ん
で
、

胃
腸
に
負
担
を
か
け

な
い
こ
と
、
食
べ
過

ぎ
な
い
こ
と
、
さ
ら

に
消
化
を
助
け
る
食

後
の
休
憩
が
大
事
で

す
。食

事
に
気
を
使

い
、
歯
を
ケ
ア
し
て

し
っ
か
り
噛
め
る
、

食
を
楽
し
む
人
が
、

健
康
で
長
寿
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
の
は
そ

の
た
め
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）      

　
　
　

院
長　

岩
下　

一
三

経
営
者
の
団
体
で
す
。　
　
　
　
　
　

10
月
４
日
、
第
３
・

第
４
・
第
８
支
部
共

催
の
、
社
会
貢
献
活

動
「
能
楽
鑑
賞
と
講

座
〜
能
を
よ
り
楽
し

む
た
め
に
！
」
を
リ

リ
ア
音
楽
ホ
ー
ル
で

た～か～さ～ご～や～（高砂）

川口法人会で能楽鑑賞 　

公
益
社
団
法
人
川
口
法
人
会
（
会

長
＝
村
石
政
彦
さ
ん
）
は
、
税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
企
業
の

発
展
を
支
援
し
地
域
の
振
興
に
寄
与

し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る

開
催
し
た
。　

　

司
会
は
第
４
支
部

長
の
小
林
和
八
さ
ん
、

開
会
挨
拶
は
第
８
支

部
長
の
加
藤
耕
誠
さ

ん
、
村
石
会
長
挨
拶
。

　

進
行
は
歌
人
の
梅

内
美
華
子
さ
ん
が
、

能
「
高
砂
」
解
説
。

　

謡
（
う
た
い
）
囃

子
（
は
や
し
）
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。

　

上
野
朝
義
師
の
舞

囃
子
『
高
砂
』（
写
真

上
）
の
実
演
鑑
賞
を

堪
能
し
た
。

　

閉
会
挨
拶
は
、
第

３
支
部
長
の
加
藤
一

成
さ
ん
。

　

写
真
上
左
か
ら
小

林
和
八
さ
ん
、
加
藤

耕
誠
さ
ん
、
村
石
会

長
、
加
藤
一
成
さ
ん
。

10
月
１
日
、
榛
松

町
会
（
町
会
長
＝
宮

原
美
子
さ
ん
）
は
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

＆
ビ
ン
ゴ
大
会
を
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
で
開
催
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
前

原
博
孝
連
合
町
会
長
、

萩
原
一
寿
県
議
、
幡

野
茂
、
飯
塚
孝
行
市

議
、
細
川
み
さ
を
前

野
宿
、
山
崎
一
夫
東

本
郷
南
、
長
谷
部
秋

仁
大
東
、
大
場
茂
樹

新
堀
、
寺
本
正
和
東

本
郷
台
、
粕
谷
笑
子

赤
井
副
町
会
長
、
中

山
久
仁
夫
本
蓮
町
会

長
、
遠
藤
太
嘉
志
峯

町
会
長
、
岩
崎
信
子

さ
ん
、
吉
田
多
己
江

さ
ん
と
大
勢
が
激
励

に
訪
れ
た
。（
写
真
）

　

防
災
ク
イ
ズ
、
輪

投
げ
リ
レ
ー
、段
ボ
ー

ル
リ
レ
ー
、
玉
入
れ

や
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で

楽
し
ん
だ
。

　

宮
原
町
会
長
は「
避

難
経
路
を
確
認
す
る

こ
と
の
訓
練
で
す
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

榛
松
町
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

10
月
15
日
、
新
郷
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
館

長
＝
秋
場
昇
さ
ん
）、

（
実
行
委
員
長
＝
前
原

博
孝
さ
ん
）
は
、
第
１

回
「
新
南
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
を
体
育
館
で
開

催
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
太
鼓
や

ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
等

を
披
露
し
た
。
模
擬
店

や
実
験
シ
ョ
ー
、
レ
ク

ゲ
ー
ム
、
抽
選
会
な
ど

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

子
ど
も
達
を
中
心
に

し
た
素
晴
ら
し
い
企
画

で
あ
っ
た
。

　

開
会
式
に
は
写
真
の

方
が
列
席
さ
れ
た
。

　

前
列
左
か
ら
、
奥
ノ

木
信
夫
市
長
、
新
藤
義

孝
大
臣
、
立
石
泰
広
県

議
長
、
長
瀬
秀
樹
・
萩

原
一
寿
県
議
、
幡
野
茂

市
議
。
後
列
左
か
ら
、

岩
井
正
明
新
郷
南
小
校

長
、
宮
原
美
子
榛
松
・

大
場
茂
樹
新
堀
町
会

長
、
齋
藤
秀
一
榛
松
中

校
長
、
山
崎
一
夫
東
本

郷
南
・
前
原
博
孝
江
戸

袋
町
会
長
、
粕
谷
笑
子

赤
井
副
町
会
長
、
岡
本

賢
一
新
郷
東
小
校
長
。
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10
月
２
日
、
２
０
２
３

年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
、
遺
伝
物
質

「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ

Ａ
」
を
使
っ
た
ワ
ク
チ
ン

の
基
盤
技
術
を
開
発
し
た

米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

学
の
カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ

特
任
教
授
と
同
大
の
ド

リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ス
マ
ン
教

授
に
贈
る
と
発
表
し
た
。

　

受
賞
理
由
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
m
Ｒ
Ｎ
Ａ

ワ
ク
チ
ン
開
発
を
可
能
に

し
た
塩
基
修
飾
法
の
発

見
」。

　

２
人
は
、
２
０
０
５
年
、

人
口
合
成
し
た
m
Ｒ
Ｎ
Ａ

を
体
内
に
投
与
し
て
治
療

や
予
防
に
必
要
な
タ
ン
パ

ク
質
を
細
胞
に
作
ら
せ
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
受
賞
対
象
と

な
っ
た
論
文
を
審
査
し
た

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（311）

経
験
が
あ
る
、
東
京
大
医

科
学
研
究
所
の
石
井
健
教

授
（
ワ
ク
チ
ン
科
学
）
は
、

「
当
時
は
、
論
文
を
読
ん
で

も
m
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
が

で
き
る
と
予
言
で
き
た
人

は
い
な
か
っ
た
。
基
礎
的

に
素
晴
ら
し
い
論
文
は
、

い
つ
か
世
の
中
を
変
え
る

結
果
を
生
む
と
い
う
こ
と

を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」

と
た
た
え
た
。

　
　
　
　

読
売
新
聞
よ
り

　
　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　
　
　

中
山
久
仁
夫

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
は
？

あ
と
が
き

　

新
郷
小
学
校
（
校
長
＝
萩
原
美
樹
さ

ん
）
と
東
本
郷
小
（
校
長
＝
朝
倉
伸
行
さ

ん
）
の
全
児
童
１
０
０
０
人
余
り
は
、
10

新郷小・東本郷小学校が音楽鑑賞

月
４
日
新
郷
公
民
館

ス
テ
ー
ジ
で
、
文
化

庁
「
文
化
芸
術
に
よ

る
子
供
育
成
総
合
事

業
〜
芸
術
家
派
遣
事

業
〜
」
で
、
森
の
テ

オ
リ
ア
（
日
本
語
オ

ペ
ラ
・
歌
で
綴
る
音

楽
物
語
）
公
演
の
音

楽
鑑
賞
会
を
行
っ
た
。

　

▽
演
奏
「
象
の
鼻
」

▽
手
話
「
手
の
ひ
ら

を
太
陽
に
」
▽
楽
器

の
話
▽
オ
ペ
ラ
「
か

し
こ
い
ち
び
の
仕
立

て
屋
さ
ん
」。
▽
音
楽

う
た
物
語
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」
を
上
演
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
。
声

の
響
き
が
す
ご
か
っ

た
」「
い
ろ
ん
な
楽
し

い
曲
、
知
っ
て
い
る

物
語
で
よ
く
理
解
で

き
た
」「
ゴ
ン
が
か
わ

い
そ
う
で
涙
が
出
た
」

「
声
の
ボ
リ
ュ
ウ
ム
に

迫
力
が
あ
り
び
っ
く

り
し
た
」「
こ
ん
な
世

界
が
あ
る
と
知
っ
て

あ
り
が
た
か
っ
た
」

な
ど
東
本
郷
小
高
学

年
の
皆
さ
ん
の
感
想
。　
　

　

出
演
者
▽
ソ
プ
ラ

ノ
＝
金
刺
美
穂
・
中

馬
美
和
▽
テ
ノ
ー
ル

＝
渡
邊
正
親
▽
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
＝
大
藤
豪

一
郎
（
代
表
）
▽
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
＝
磯
崎
政
徳

▽
ピ
ア
ノ
＝
三
代
川

恭
子
。（
敬
称
略
）

奉
仕
団
体
で
あ
る

川
口
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
会
長
＝
53

代
目
の
板
橋
智
之
さ

ん
）
は
、
川
口
信
用

金
庫
本
町
東
支
店
に

お
い
て
、
ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
を
行
っ
た
。

そ
の
折(

有)

宝

亀
園
の
社
長
小
野
寺

勉
さ
ん
が
新
入
会
員

と
し
て
認
証
さ
れ
た
。

川
口
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

小
野
寺

勉
さ
ん
加
入

同
ク
ラ
ブ
は
、

１
９
７
１
年
６
月
23

日
、川
口
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
を
ス
ポ
ン

サ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て

創
立
さ
れ
た
。

奉
仕
活
動
は
、
地

元
小
中
学
校
へ
の
教

育
環
境
支
援
、
川
口

市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
支
援
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
救

急
車
、
消
防
車
寄
贈

（
共
同
事
業
）
な
ど
を

行
な
っ
て
い
る
。　

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

第
２
７
７
０
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
梨
本
松
男

さ
ん
は
「
板
橋
会
長

は
ベ
テ
ラ
ン
会
員
で

増
強
、
例
会
卓
話
な

ど
に
そ
の
お
力
を
発

揮
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　

写
真
提
供
は
板
橋

会
長
。
左
か
ら
板
橋

さ
ん
、
小
野
寺
さ
ん
、

梨
本
さ
ん
。　

吉
安
書
塾
の
吉
安
さ
ん
奉
納

　

川
口
市
江
戸
袋
で

書
道
教
室
を
開
い
て

い
る
吉
安
書
塾
の
吉

安
玲
華
さ
ん
は
、
亡

き
母
上
の
斎
藤
静

枝
さ
ん
（
94
）
の

四
十
九
日
の
法
要
に

あ
た
る
９
月
24
日
、

安
行
の
密
蔵
院
に「
不

遷
怒
」（
ふ
せ
ん
ど

＝
怒
り
を
遷
さ
ず
）

「
今
、
世
界
中
で
起
き

て
い
る
悲
し
い
出
来

事
に
目
を
背
け
て
は

い
け
な
い
！
」
の
書
、

縦
２
４
８
０
㎝
・
幅

７
８
０
㎝
の
作
品
を

寄
贈
さ
れ
た
。

　

吉
安
さ
ん
は
「
ご

住
職
様
と
は
保
護
司

で
20
年
来
の
ご
縁
で

す
。
す
で
に
作
品
を

２
つ
寄
贈
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
」

と
喜
び
の
声
。

　写真左は、副住職の山口純雄様、
右が吉安さん。

大
東
町
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

前原博孝市議、長谷部秋仁さん、新藤義孝衆議院、永瀬秀樹県議、宮原美子さん。

10
月
15
日
、
大
東

町
会
（
町
会
長
＝
長

谷
部
秋
仁
さ
ん
）
は
、

雨
天
に
て
新
郷
小
学

校
体
育
館
で
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

を
開
催
し
た
。

開
会
式
に
は
、
萩

原
一
寿
県
議
、
飯
塚

孝
行
市
議
、
後
藤
留

美
市
議
、
中
山
久
仁

夫
本
蓮
町
会
長
、
石

島
正
文
赤
井
副
町
会

長
、
萩
原
美
樹
新
郷

小
校
長
、
柳
田
勇
東

中
校
長
が
列
席
し
た
。

赤
組
・
白
組
で
、

買
い
物
・
パ
ン
食
い

競
争
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

し
っ
ポ
取
り
ゲ
ー
ム
、

傘
玉
入
れ
等
11
種
目

で
、
個
人
・
対
抗
戦

で
競
い
合
っ
た
。

　

今
月
号
か
ら
「
新
郷

新
聞
」
題
字
を
書
道
教

室
「
墨
花
舎
」
の
石
川

水
碧
（
み
ど
り
）
さ
ん

に
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
月
も
沢
山
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
中
の
写

真
も
掲
載
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
残
念
な
が
ら
で
き

ま
せ
ん
。

　

議
員
の
写
真
が
多
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
の
お
力

で
住
み
よ
い
明
る
い
街

に
な
る
か
も
？

　

今
月
号
で
掲
載
で
き

な
か
っ
た
記
事
は
、
多

数
あ
り
ま
す
が
来
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

写真左から、大藤さん、三代川さん、磯崎さん、金刺さん、中馬さん、渡邊さん。


